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融 組ど
ま合しぃ奈

趣
し
か
し
、
長
年
の
伝
統
に
培
わ
れ
た
根
強
い
底
力
を
発
揮
し
て
、
新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
た
め
、
配
置
商
業
協
同
組
合
・
製
薬
協
同

界雑
組
合
・
家
庭
薬
卸
業
組
合
が
結
成
さ
れ
、
ま
た
、
薬
業
関
係
者
に
よ
る
「
奈
良
県
家
庭
薬
振
興
協
議
会
」
さ
ら
に
、
「
奈
良
県
配
置
薬
金

霊
融
審
議
会
」
も
結
成
さ
れ
、
諸
団
体
に
よ
る
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

章
奈
良
県
は
一
九
四
八
年
（
昭
和
一
三
）
、
「
奈
良
県
薬
草
増
産
対
策
協
議
会
」
を
設
置
、
薬
草
の
栽
培
、
利
用
に
つ
い
て
の
事
業
お
よ
び
調

７第
査
を
お
こ
な
っ
た
。

一

一

一

企
業
整
備
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○
）
八
月
一
五
日
正
午
の
昭
和
天
皇
の
終
戦
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
っ
て
国
民
は
敗
戦
を
知
ら
さ

令
の
廃
止
れ
た
。
八
月
二
八
日
に
は
連
合
軍
が
日
本
本
土
に
進
駐
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
緬
酷
謡
祁
緬
銅
司
）
の
第
一
号
指
令
は
軍
事
生
産

の
全
面
停
止
、
第
二
号
は
戦
争
犯
罪
者
の
逮
捕
、
第
三
号
は
諸
制
限
の
撤
廃
の
覚
え
書
き
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
日
本
再
建
は
教
育
制
度
の
改
革
、
婦
人
参
政
権
の
実
現
と
共
に
、
財
閥
解
体
、
農
地
改
革
、
労
働
運
動
の
保
護
と
い
う

大
民
主
化
が
す
す
め
ら
れ
た
。

奈
良
県
の
薬
業
界
は
、
戦
§
中
の
統
制
や
原
料
資
材
（

い
も
あ
り
戦
後
し
ば
ら
く
極
度
な
混
乱
が
つ
づ
い
た
。

第
七
章
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
薬
業

１
戦
後
の
再
出
発

戦
時
中
の
統
制
や
原
料
資
材
の
極
端
な
不
足
、
戦
後
の
米
軍
の
占
領
下
の
軍
政
な
ど
に
よ
り
、
新
体
制
の
と
ま
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一
戸
一
袋
制
な
ど
諸
統
制
は
終
戦
と
共
に
な
し
崩
し
的
に
崩
れ
て
行
き
、
一
九
四
八
年
（
昭
和
一
三
）
に
は
全
く
解
消
、
撤
廃
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
制
度
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題
を
な
げ
か
け
た
。
永
年
に
わ
た
っ
て
築
き
あ
げ
た
得
意
を
な
く
す
、
ま
た
、
見
も
知
ら
ぬ
土

地
で
商
売
す
る
苦
労
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
土
地
の
人
を
販
売
業
者
と
し
て
育
て
た
メ
ー
カ
ー
は
、
自
分
の
郷
土
で
商
売
が
で
き
な
い
と
大

き
な
不
満
と
な
る
。
ま
た
売
薬
を
愛
用
し
て
い
た
家
庭
か
ら
す
れ
ば
、
い
ま
ま
で
信
用
し
て
飲
ん
で
い
た
薬
が
飲
め
な
く
な
り
、
双
方
か

ら
の
不
満
と
な
っ
た
。

当
て
た
の
で
あ
る
。

出
し
悲
壮
な
場
面
と
な
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

そ
の
後
、
中
川
房
治
郎
代
議
士
の
力
添
え
も
得

ら
れ
、
関
係
者
が
大
喜
び
を
し
た
（
綴
雛
躍
雛
謹
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
一
・
．
諸
制
限
の
撤
廃
」
司
令
に
関
連
し
て
企
業
整
備
令
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
戦
後
の
復
活
に
は
と
き
を
要
し
た
。

戦
争
中
の
企
業
整
備
で
一
○
社
に
統
合
さ
れ
て
い
た
メ
ー
カ
ー
は
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
）
に
は
二
○
社
ま
で
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に

三
○
社
が
認
め
ら
れ
た
が
、
メ
ー
カ
ー
側
は
五
○
社
ま
で
認
め
て
欲
し
い
、
そ
う
で
な
い
と
死
活
問
題
と
交
渉
を
重
ね
た
。

当
時
、
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し
て
い
た
森
本
製
薬
の
森
本
覚
次
郎
社
長
の
話
に
よ
る
と
「
吉
野
山
の
旅
館
で
厚
生
省
の
係
官
と
地
方
製

薬
業
者
の
話
し
合
い
が
あ
り
、
業
者
側
は
五
○
企
業
ま
で
製
薬
営
業
を
認
め
て
欲
し
い
、
こ
れ
は
薬
業
関
係
者
の
死
活
問
題
で
あ
る
と
訴

え
た
が
、
厚
生
省
は
三
十
五
社
ま
で
認
め
る
が
、
そ
れ
以
上
は
駄
目
と
言
い
は
っ
た
。
そ
の
時
三
十
五
社
に
入
ら
な
か
っ
た
業
者
は
泣
き

戦
時
中
の
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
）
、
全
国
配
置
売
薬
統
制
組
合
の
決
定
に
よ
り
二
戸
一
袋
の
懸
場
整
備
が
す
す
め

一
戸
一
袋
制

ら
れ
た
。
当
時
全
国
の
回
商
地
域
を
全
部
白
紙
に
戻
し
、
奈
良
・
富
山
・
滋
賀
の
各
県
な
ど
の
業
者
に
新
し
く
割
り

中
川
房
治
郎
代
議
士
の
力
添
え
も
得
て
、
奈
良
県
の
中
島
書
薬
務
課
長
と
業
界
代
表
八
人
が
厚
生
省
へ
陳
情
し
五
○
社
が
認
め

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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受
け
、
当
時
は
大
き
な
｛

を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 一

ヵ
匹
五
年
・
匹
夫
年
戸
毘
荊
二
Ｃ
二
こ
に
は
軍
隊
か
ら
の
復
員
者
．
海
外
か
ら
の
引
き
錫
け
者
で
人
が
あ
必
れ

新
円
へ
の
変
更

た
。
当
時
の
よ
う
す
を
中
西
富
太
郎
は
「
わ
が
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
貯
え
も
乏
し
く
な
り
、
物
価
は
奔
騰
す
る
ば

か
り
、
昭
和
二
十
年
十
月
か
ら
回
商
に
出
た
が
、
手
元
に
残
っ
て
い
た
薬
や
配
給
で
仕
入
れ
た
新
し
い
薬
を
持
っ
て
、
旧
担
当
地
区
や
割

当
地
区
を
回
っ
た
。
米
軍
の
占
領
の
軍
政
の
た
め
種
灸
の
不
便
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
旧
円
か
ら
新
円
へ
の
変
更
で
は
、
使
用
で
き
る
新

円
が
な
く
て
、
お
得
意
さ
ん
も
メ
ー
カ
ー
も
不
自
由
し
た
」
（
態
撫
壌
撫
熊
）
と
話
し
て
お
ら
れ
、
苦
し
い
再
出
発
が
う
か
が
わ
れ
る
。
当

時
、
預
金
は
封
鎖
さ
れ
－
世
帯
当
り
手
持
金
三
○
○
円
に
定
め
ら
れ
て
紙
幣
に
証
紙
を
貼
っ
た
も
の
だ
け
が
使
用
を
認
め
ら
れ
た
。
イ
ン

フ
レ
対
策
の
た
め
、
業
者
は
日
盈
の
買
い
出
し
資
金
に
追
わ
れ
、
現
金
販
売
に
頬
る
を
得
な
い
状
態
で
、
現
金
回
商
が
一
九
四
九
年
（
昭
和

二
匹
）
ご
ろ
ま
で
多
く
の
業
者
の
間
で
続
け
ら
れ
た
ｃ

え
た
。 い

つ
ぽ
う
、
こ
の
制
度
を
喜
ぶ
人
も
い
た
。
商
売
上
競
争
が
な
く
独
占
で
き
る
の
で
気
楽
に
商
売
が
で
き
る
と
、
こ
の
制
度
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
空
気
も
あ
り
、
制
度
の
廃
止
は
奈
良
県
は
富
山
県
よ
り
遅
れ
た
。

こ
の
一
戸
一
袋
制
は
結
果
的
に
ゑ
て
業
界
に
混
乱
と
大
き
な
損
失
、
挫
折
を
与
え
、
戦
後
の
復
興
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

一
・
九
匹
七
笠
，
（
陥
荊
一
二
こ
六
月
一
（
し
日
．
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
一
工
則
の
芦
塚
彫
一
に
よ
り
特
輯
堂
一
の
民
憤
摺
唇
易
か
計
さ
れ
手
勢

貿
易
へ
の
努
力

業
人
も
こ
れ
に
対
し
積
極
的
に
対
応
し
よ
う
と
努
力
し
た
、
し
か
し
家
庭
薬
は
他
の
商
品
と
異
な
り
多
く
の
制
約
を

け
、
当
時
は
大
き
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
に
は
同
志
相
寄
り
奈
良
県
薬
品
貿
易
協
同
組
合
の
設
立

そ
の
後
、
一
九
六
○
年
（
昭
和
三
五
）
に
は
「
中
近
東
市
場
調
査
団
」
（
業
界
代
表
二
人
）
が
派
遣
さ
れ
、
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
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薬
業
団
体
の
終
戦
の
年
の
一
九
四
五
年
（
陥
芯
二
Ｃ
）
一
二
月
に
戦
時
中
の
組
合
で
あ
っ
た
「
併
合
会
」
を
改
組
し
、
奈
良
県
家
庭

組
織
化
薬
組
合
が
設
立
さ
れ
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
）
七
月
に
は
さ
ら
に
奈
良
県
家
庭
薬
工
業
組
合
と
な
り
、
さ
ら
に
二

年
後
の
一
○
月
に
は
現
在
の
奈
良
県
製
薬
協
同
組
合
（
初
代
理
事
長
・
米
田
助
正
）
へ
と
再
三
改
組
さ
れ
充
実
発
展
を
ゑ
て
き
た
の
で
あ
る
。

配
置
販
売
で
は
、
戦
時
中
の
奈
良
県
家
庭
薬
配
置
統
制
組
合
が
一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
）
五
月
に
奈
良
県
家
庭
薬
配
置
商
業
協
同
組

事
務
長
と
し
て
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
四
月
一
日
就
任
さ
れ
た
竹
村
史
郎
の
苦
労
話
が
あ
る
。

さ
ら
に
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
四
月
に
は
奈
良
県
家
庭
薬
卸
組
合
（
理
事
長
・
南
楢
次
郎
）
が
設
立
さ
れ
た
。
当
時
組
合
員
は
主
と
し

て
旧
帳
主
の
中
か
ら
、
奈
良
県
か
ら
許
可
を
得
て
薬
種
商
の
資
格
を
得
て
（
条
件
と
し
て
配
置
販
売
業
者
に
家
庭
薬
を
卸
す
こ
と
）
約
五
○
店

合
（
初
代
理
事
長
・
玉
木
秀
雄
）
に
改
組
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
を
掲
参
し
た
た
逆
．
し
く
ら
か
の
商
談
が
な
さ
れ
た

こ
の
よ
う
な
努
力
の
積
暴
重
ね
が
実
っ
て
今
日
見
る
露
鶴
錨
蟻
蕊
遡
よ
う
な
、
つ
ま
り
、
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）
度
は
医
薬

品
・
医
療
用
具
な
ど
合
計
二
五
億
円
弱
の
輸
出
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

を
も
一
》
て
組
織
さ
れ
た
’

』
旨
、
グ
ー
剤
Ｊ
ラ
ノ
ン
・
日
レ
ノ
ノ
ン
・
少
シ
ュ
ッ
ニ
１
１
１
０
．
ノ
式
．
フ
ム
ク
ン
里
心
，
と
一
ｒ
』
力
匡
は
吃
↓
肺
搾
謬
弐
酔
謹
一
名
“
坐
必
当
こ
物
如
．
穴
記
叫
巻
ぞ
刀
Ｅ
ト
猷
叫
イ
ミ
ヵ
一
一
・
、
た
ぷ
〃
匡
尻

辿
二
鵬
燕
蹟
乍
伍
一
徹
墓
型
弄
、
と
し
て
Ｍ
咽
竺
剛
広
紐
嘩
孟
副
浸
一
建
一
削
置
に
一
妖
鳥
写
な
し
よ
う
に
寺
ノ
る
た
遼
に
一
欧
眉
す
る
区
協
》
臓
自
，
圧
て
方
琴
乞
力
一
頂

か
さ
ね
お

一
印
（
同
一
会
社
）
の
製
品
を
重
置
き
し
な
い
よ
う
、
組
合
員
の
申
し
出
順
に
地
区
登
録
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
。
当
時
配
置
組
合
の

狩
正
切
調
ノ
乍
恥
肌
脳
奉
公
杉
〃
導
幼
副
“
〃
．
』
ノ
ざ
こ
ふ
い
判
郡
逃
北
勿
む
び
．
胴
吟
哉
こ
手
２
，
１
畢
八
両
回
臼
陛
公
仏
画
『
ゴ
乍
凱
、
倫
翌
￥
た
鵠
コ
ゴ
壬
Ｊ
や
ぶ
ナ
》
Ｋ
冷
正
斗
男
斗
弔
１
２
エ
小
口
月
１
」
ヂ
ハ

同
組
合
は
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
六
月
に
は
奈
良
県
家
庭
薬
卸
協
同
組
合
（
初
代
理
事
長
・
森
田
正
善
）
へ
と
発
展
、
現
在
に
至
っ
て
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配
置
家
庭
薬
は
特
異
の
業
態
で
あ
り
、
業
者
の
一
致
協
力
が
他
の
業
界
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
‐
懇
談
会
」
の
設
立
が
一
呼
び

か
け
ら
れ
た
。
一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
）
二
月
二
五
日
に
は
第
一
回
懇
談
会
が
大
津
市
の
近
江
会
館
で
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
六
年
二
月
一
八
日
、
く
っ
き
り
と
晴
れ
あ
が
っ
た
す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
天
気
で
あ
っ
た
。
植
物
学
に

昭
和
天
皇
の
視
察

興
味
を
お
持
ち
の
昭
和
天
皇
は
文
化
財
史
蹟
・
森
野
旧
薬
園
を
こ
と
の
ほ
か
興
味
深
く
御
覧
に
な
り
、
園
主
森
野
藤

い
つ
ぽ
う
全
国
的
に
は
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
）
二
月
一
五
日

国
配
置
家
庭
薬
製
造
業
者
懇
談
会
」
設
立
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
。

い
る
。

助
の
説
明
で
中
庭
に
展
示
さ
れ
た
吉
野
ク
ズ
の
製
造
過
程
や
種
な
の
薬
草
を
ご
覧
に
な

っ
た
。
天
皇
は
ま
ず
同
庭
東
部
に
あ
る
薬
草
の
山
に
向
っ
て
大
き
く
胸
を
は
っ
て
一
呼

吸
さ
れ
、
続
い
て
吉
野
ク
ズ
の
製
造
に
つ
い
て
一
○
の
過
程
を
森
野
が
説
明
し
た
の
に

察
対
し
、
天
皇
は
い
ち
い
ち
大
き
く
う
な
ず
か
れ
－
つ
の
オ
ヶ
を
指
し
て
「
こ
れ
は
何
に

視の
？
」
と
質
問
を
発
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
と
く
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
同
園

皇天
創
始
時
代
森
野
饗
郭
翁
が
収
集
し
た
薬
草
の
標
本
「
松
山
本
草
」
一
○
冊
ほ
か
の
展
示

和昭
物
を
ご
覧
に
な
っ
た
の
ち
天
皇
は
傍
に
い
た
元
代
議
士
松
尾
四
郎
（
同
園
薬
草
保
存
協
会

長
）
ら
薬
草
商
工
業
協
組
代
表
七
人
、
吉
野
ク
ズ
商
工
組
合
代
表
ら
七
人
に
も
「
ど
う

ぞ
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
さ
れ
た
。

翌
三
月
一
九
日
、
午
前
十
一
時
二
十
五
分
、
昭
和
天
皇
は
協
和
製
薬
に
お
着
き
に

二
月
一
五
日
に
奈
良
県
・
富
山
県
・
滋
賀
県
の
薬
業
関
係
者
有
志
に
よ
っ
て
一
‐
全
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一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
）
に
は
薬
用
資
源
の
増
産
を
期
す
る
た
め
、
奈
良
県
薬
草
増
産
対
策
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
と
し
て
関
係

官
公
庁
の
職
員
・
県
議
会
議
員
・
市
長
村
長
・
関
係
団
体
・
学
識
経
験
者
が
委
嘱
さ
れ
、
薬
草
栽
培
の
総
合
計
画
、
薬
草
の
利
用
啓
発
、

年
発
行
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
昭
和
二
○
）
に
業
敦

市
に
庁
舎
を
完
成
、

誇
る
各
種
の
製
薬
状
況
を
じ
っ
と
ご
覧
に
な
っ
た
。
工
場
を
視
察
の
の
ち
奉
迎
の
列
の
中
に
大
和
売
薬
創
始
以
来
の
売
薬
行
商
員
の
変
遷

姿
に
ふ
ん
し
た
人
食
に
対
し
激
励
さ
れ
た
の
ち
、
大
和
高
田
市
へ
出
発
さ
れ
た
（
裁
報
一
里
砿
弱
遡
。

注
協
和
製
薬
会
社
（
御
所
町
）
社
長
辻
内
近
三
、
昭
和
八
年
八
月
合
資
会
社
、
協
和
製
薬
公
司
を
創
設
、
同
一
九
年
現
社
名
に
改
称
、
主
と
し
て
、
朝

鮮
、
中
華
民
国
北
部
に
対
し
家
庭
薬
を
輸
出
、
一
方
、
中
国
か
ら
製
薬
原
料
を
輸
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
二
○
年
ま
で
天
津
に
支
店
、
溶
陽

に
分
工
場
を
置
い
て
い
た
が
、
現
在
は
規
模
を
縮
小
、
内
地
向
き
家
庭
薬
の
生
産
販
売
に
従
事
し
て
い
る
。
従
業
員
一
○
○
人
、
マ
ク
リ
月
産
四
百
万

一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
）
に
は
、
内
政
部
健
一

に
つ
い
て
の
行
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
っ
た
。
陛
下
は
同
所
奥
村
副
社
長
の
先
導
で
応
接
室
に
入
ら
れ
概
況
を
お
聞
き
に
な
り
、
つ
い
で
真
新
し
い
エ
プ
ロ
ン
で
真
剣
に
作
業

を
続
け
る
工
員
た
ち
の
包
装
状
況
を
い
ち
い
ち
、
う
な
づ
か
れ
な
が
ら
ご
覧
に
な
り
、
さ
ら
に
試
験
室
か
ら
奇
応
丸
、
マ
ク
リ
な
ど
県
の

薬
務
課
と
な
っ
て
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
に
は
、
初
め
て
『
昭
和
二
十
六
年
度
・
奈
良
県
薬
事
年
報
』
が
発
行
さ
れ
、
今
日
ま
で
毎

に
分
工
場
を
置
い
て
い
た
が
、
現
在
は
規
模
を
縮
小
、
内
地
向
き
家
庭
薬
の

貫
、
そ
の
他
の
家
庭
薬
六
百
万
貧
生
産
し
て
い
る
雰
軍
望
砥
一
樋
鈍
裡
）

奈
良
県
の
「
売
薬
」
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
奈
良
県
立
工
挙

薬
業
対
策
こ
員
Ｚ
后
駕
非
弾
臆
号
‐
皇
シ
亡
曳
，
Ｚ
く
辱
農
鴬
フ
肝
』

不
の
一
‐
売
薬
」
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
奈
良
県
立
工
業
試
験
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
売
薬
部
が
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）

利
策
に
県
立
売
薬
試
験
場
と
し
て
独
立
し
、
売
薬
の
研
究
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
が
、
一
九
四
五
年

に
業
務
内
容
を
拡
張
し
て
県
立
薬
事
指
導
所
と
改
称
し
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
一
三
）
に
は
業
界
の
寄
付
に
よ
り
現
在
の
御
所

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

内
政
部
健
民
一
課
薬
事
係
で
あ
っ
た
薬
事
担
当
係
が
、
教
育
民
生
部
薬
務
課
と
し
て
新
設
さ
れ
、
薬
事
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第7章第二次世界大戦後の薬業
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一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
に
は
、
家
庭

「
奈
良
県
家
庭
薬
振
興
推
進
審
議
会
」
が
詔

の
職
員
が
奈
良
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
。

斡
旋
、
全
国
的
な
宣
伝
、
薬
事
指
導
所
の
拡
充
な
ど
で
あ
る
。

栽
培
の
実
施
指
導
な
ど
に
つ
い
て
の
こ
と
が
協
議
さ
れ
、
業
界
の
発
展
に
大
き
な
役
割
り
を
果
し
た
。

県
は
さ
ら
に
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
に
県
政
振
興
四
か
年
計
画
を
策
定
し
《
家
庭
薬
業
振
興
対
策
が
明
示
さ
れ
た
。

対
策
の
中
味
は
、
こ
の
年
を
初
年
度
と
し
て
、
四
か
年
計
画
で
あ
る
。
生
産
額
で
は
初
年
度
の
八
億
円
か
ら
九
億
円
を
目
標
に
し
、
計

画
最
終
年
の
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
度
は
二
○
億
円
の
生
産
額
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

｜
委
嘱
さ
れ
た
一
委
員
は
県
知
事
の
諮
問
に
応
じ
て
、
家
庭
薬
の
振
興
計
画
を
立
て
県
知
事
に
建
議
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
五
四
年

（
昭
和
二
九
）
に
は
「
奈
良
県
家
庭
薬
配
置
指
導
員
設
置
要
綱
」
が
設
置
さ
れ
、
県
側
と
配
置
員
と
の
連
絡
・
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
○
）
の
生
産
総
額
は
八
億
三
四
Ｏ
万
円
、
一
九
五
八
年
（
昭
和
一
二
一
）
は
一
○
億
一
八
三
五

医
薬
品
生
産
額

万
円
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
さ
は
三
億
六
三
七
三
万
円
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
に
は
一
七
億
七
一
○
二

配
置
員
の
数
は
、
対
策
初
年
次
は
延
六
○
○
○
人
を
目
標
に
し
、
最
終
年
に
は
一
万
人
を
目
標
と
し
て
い
る
一
》
一

助
成
の
主
な
も
の
は
、
工
場
経
営
の
合
理
化
、
原
料
、
副
資
材
の
共
同
購
入
、
生
産
管
理
指
導
、
従
業
員
の
教
育
指
導
、
生
産
金
融
の

２
成
長
時
代
の
薬
業

家
庭
薬
の
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、
奈
良
県
知
事
の
諮
問
に
応
じ
て
、
そ
の
計
画
の
樹
立
の
た
め

が
設
置
さ
れ
、
学
識
経
験
者
・
家
庭
薬
関
係
業
者
・
県
議
会
議
員
・
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、
県
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